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鮮度保持資材の利用と貯蔵温度管理により、｢不知火」等の中晩柑を６～８月まで鮮度よく保存し出荷できる技術 

｢不知火｣等の主要中晩柑の夏季出荷技術 

導入をオススメする対象  
    全国の中晩柑を出荷する生産者 等 

・出荷時期の拡大により、生産者の経営安定、収益向上に寄与。    

（百万円/100t） 

鮮度保持資材、貯蔵温度管理の組み合わせにより、中晩柑（不知火・清見・河内晩柑）の夏季出荷を実現 
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愛媛県農林水産研究所果樹研究センターみかん研究所の2010年の研究成果に基づく試
算。7月までの貯蔵温度は２～５℃で設定。粗収益は、販売額から資材等経費を控除し試算。
資材等経費は、カワラヨモギ抽出物製剤（SK-253）の処理費用約3円/kg、MA包装資材約8
円/果、低密度ポリフィルム約1円/果、電気料金2円/kgとした。 

７～８月上旬出荷 

植物成分由来の保存料製剤 
（カワラヨモギ抽出物製剤）の塗布 

果実の腐敗の抑制、味や香気成分の維持 

ＭＡ包装資材※の利用 
 

果実の呼吸量を抑え品質低下を抑制 

・かんきつ類の産地では、ウンシュウミカンから「不知火」等の消費者ニーズに合わせた高品質中晩柑への転換が進んでいる。 
 

・しかしながら、中晩柑の出荷期間が主として２～５月に限定されるため、増産による値崩れの発生が懸念される。 
 

・そのため、鮮度低下や腐敗等により出荷が困難であった６月～８月まで中晩柑を長期保存できる技術が求められている。                       

貯蔵温度管理 
 

品種、貯蔵期間に 
よる温度管理 

研究成果の内容 

研究開発の背景 

夏季出荷技術の核となる技術要素 

カワラヨモギ抽出物製剤の塗布 
 

ＭＡ包装資材による包装 
 

貯蔵温度管理 

ＭＡ包装資材による包装 
 

貯蔵温度管理 

６～７月上旬出荷 ２～５月通常出荷 

出荷時期による技術の組み合わせ 

出 
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７月出荷 

出荷時期による粗収益の比較（品種「清見」） 

かんきつ生産者の経営安定、収益向上が期待 期待される効果 

鮮度保持資材の利用 

※：MA(Modified Atmosphere)包装資材：フィルム上の微細孔によりガス透過量を制御し、包装内の空気を「低
酸素、高二酸化炭素」の状態にすることにより、青果物の呼吸を抑制し鮮度保持できる資材。 

低密度ポリフィルム包装（慣行） 

技術導入による出荷時期の調整（イメージ） 

夏季の出荷を増加し
需要を拡大 

通常出荷時期の
出荷量を抑制 

2月   3月   4月   5月   6月   7月   8月 

３月出荷 

ＭＡ包装資材＋カワラヨモギ抽出物製剤 

国産かんきつの品薄な
夏季出荷が実現 

通常出荷 

高単価販
売により
収益向上
が期待 

■現在 
■技術導入後 

夏季出荷 

通常出荷時期の 
値崩れを防止 
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